
活動名 
キャンプファイヤー 

 
火を迎え、送るセレモニーとしての活動です。火を囲んで踊っ

たり話し合ったりと、集団での交流の場に用いられます。 

活動のねらい 

〇火を囲みながら、日常生活では味わうことのできない体験を仲
間と共有して、一体感を育みます。 

〇活動のふりかえりや、自己を見つめ直す機会とします。 
〇発表やレクリエーションの場とすることで仲間との交流を図
ります。 

育つ力、身につく力 協調性、団結力 

活動条件 

実施場所 営火場・グラウンド 集合場所 玄関前 

所要時間 90分程度 人 数 ～100人程度 

開始可能時間 18:30～21:00 対 象 どなたでも 

実施時期 ６月～９月中旬 その他 荒天時プログラムの用意が必要 

職員による指導の内容 こちらは自主活動となります。職員による指導はありません。 

引率者の役割 活動準備、活動の説明、進行、安全指導 

準備するもの 

交流の家で用意するもの 購入していただくもの 

☆キャンプファイヤー一式 

・チャッカマン ・トーチ１～３本 

・火ばさみ ・革手袋 ・十能 

・音響ボックス鍵（営火場使用時のみ） 

・マイク（グラウンドの場合、ポータブルアン

プの貸出もあり） 

☆懐中電灯１～５つ ※数に限りがあります 

☆無線機 

☆キャンプファイヤーセット 

（１セット 2000 円。薪 16 本、灯油 250ml、

土嚢袋（残薪入れ）、新聞紙、ビニール袋） 

団体で用意するもの 

☆音源（ＣＤ）必要であれば 

☆虫よけスプレー 

☆懐中電灯（５つ以上必要な場合） 

活動の流れ 

活動項目 所要時間 活動内容（例） 

活動準備 2０分 

□事務室と吹き抜けでキャンプファイヤー一式を受け取る。 
□活動場所で、薪を組む。 
□音響の準備・確認を行う。 
□点火役を決め、全体に安全指導を行う。 

はじめの言葉 
点火 

１０分 

□キャンプファイヤーの薪を取り囲み、隊形をつくる。 
□進行役（引率者）から、この時間の目的を説明する。 
 ・活動のふり返り  ・発表の場 
 ・ミニゲームで親睦を深める、  など 
□点火までの手順を説明する 

活動 4０分 

□この時間の目的にあった活動をする。 
 例）ふりかえり活動なら、一言ずつ順番に発表する。 
   親睦なら、ミニゲームで交流する。 
□活動後、施設に戻る際は暗いため足元に気を付ける。 

片付け ２０分 
□別紙資料に沿って、残った薪等を片付ける。 
□貸出物品と道具一式を事務室及び吹き抜けに戻す。 

注意事項 

〇キャンプファイヤー一式は、事務室と吹き抜けでお渡しします。そこからの物品の運搬は団体

でお願いします。 

〇季節によっては蚊等の虫が多く発生しますので、虫よけスプレーの準備や長袖長ズボン等の着

用など、対策をしてください。 

〇組んでいた薪が降雨等で濡れてしまった場合、活動の有無にかかわらず、キャンプファイヤー

一式の料金が発生します。あらかじめ天候をご確認のうえ、活動準備を行ってください。 

〇人数が多い場合には、場所の関係などを考慮し、グループを分けて頂くことがあります。 

〇トーチの本数は他団体と調整のうえ、貸し出しますので、希望本数にならない場合があり
ます。あらかじめご了承ください。 

 


